
 

 
  
 

大分県内自治体の財政状況推移 
 

大分県本部／自治研センター自治体自立専門部会

 
 

 

 自治体自立専門部会では、これまで県内自治体の財政状況を把握しつつ「平

成の大合併」以後の『地方分権』・『行財政改革』・『地方創生』といった様々な

課題について議論してきました。 

 特に、ここ数年は専門部会の基本方針として「誰もが分かる自治体財政」と

いうテーマを掲げ、決算カードを用いて各自治体財政の概要を知る方法につい

て研究しています。自治体財政というと、自治体職員であっても「専門用語が

たくさんあって難しい」「財政部局経験者だけが理解しているもの」という印象

を持っているのではないでしょうか。自治体の長期的な財政状況を把握してい

るのは一部の職員（財政部局等）だけ、というケースも少なくないようです。 

 しかし、自治体の財政状況あるいはその背景となる国の動向を注視し、ある

べき方向性を模索することは住民自治の根幹ともいえます。 

さらに、多くの県内自治体で合併後 20 年程度を経過し、合併前に描いていた

姿と現状を見つめなおし、今後のめざすべき目標について検証する時期にきて

います。これまで備えとして蓄えてきた貯金（財政調整基金等）は、度重なる

災害対応や老朽化する公共施設の維持補修・更新、昨今のコロナ禍や物価高騰

における経済対策に投下せざるを得ない状況となっています。合併前は存在し

なかったさまざまな制度や事業（「ふるさと納税制度」・「まち・ひと・しごと総

合戦略」・「自治体ＤＸ」等）が拡大基調となっており、既存事業との調整をど

のように行うのか、思うように進まないスクラップ＆ビルドに悩まされ、自治

体運営は引き続き難しいかじ取りが求められているのではないかと予想されま

す。 

 自治体の財政運営状況を「誰もが」「分かり易く」「継続して」知る機会を提

供できるよう、当専門部会では県内自治体の財政状況をとりまとめ、分析しま

したのでご活用ください。 

 

 

 

【レポート】 
第41回地方自治研究全国集会

（ふくい自治研）



１ 県内自治体の経常収支比率の概観 

地方財政の主な課題は財政の硬直化にあり、それは「経常収支比率」の上昇として現れ

ます。経常収支比率とは、経常的な一般財源（地方税、地方交付税等）が、どの程度経常

的な経費（人件費、扶助費、公債費等）に充てられているかを示す指標で、財政構造の硬

直度を表すものさしとされているものです。1か月の家計で例えると、毎月必ず支払わなけ

ればならない支出（家賃や光熱水費、食費、学費等）が、定例的に入ってくる給与等の収

入に占める割合が経常収支比率となります。今回は、部会でとりまとめた県内市町村の各

財政指標のうち経常収支比率の動向を中心に、合併以降における大分県内市町村の財政の

特徴について報告します。 

 

県内市町村の「経常収支比率」は、2005 年度決算（合併時）では、平均が 94.1％で 90％

以上の市町村が 12 市町村、そのうち 3 市が 100％を超えていました。 

それが、5 年後の 2010 年度決算では、市町村平均は 87.8％となり、90％以上の市町村は

3 市のみとなるまで改善しました。 

 しかし、その後は県内ほぼすべての市町村において再び経常収支比率の上昇がみられま

す。2019 年度決算時点では、市町村平均は 96.6％と合併以降最大となり、県内すべての市

町村で 90％以上となっています（うち、11 市町村で合併時より高い水準となった）。 

 2020 年度以降では、2021 年度に市町村平均で 5.3％減と大きく改善されたものの、それ

以降はほとんどの自治体で再び上昇傾向となっています。 

        

（単位：％） 

経常収支

比率の 

県内平均 

2005 

～ 
2010 

～
2019 2020 2021 2022 2023 2024

94.1 87.8 96.6 94.2 88.9 93.3 93.9 94.6

 

経常収支比率が 90％を超えると自治体の財政運営は苦しくなるといわれています。

100％を超えると、経常的な支出を経常的な収入でまかなうことができず、臨時的な収

入を一時しのぎの財源として使わざるを得ません。経常収支比率の悪化は、政策的に

使える経費が少なくなり、社会環境の変化に柔軟に対応できなくなることを意味します。



２ 経常収支比率推移の要因分析 

 

 経常収支比率が上昇（財政が硬直化）する主な要因は、上記計算式の分子である経常経

費に充当する一般財源が増加するか、分母である経常一般財源総額が十分確保されていな

い（減少する）か、等が考えられます（下降する場合はその逆となります）。 

合併時、財政硬直化の要因として、平成初期（バブル期）に地方財を増発し過剰な公共

投資を行ったことによる公債費負担の増大や総じて高い水準にあった人件費等が挙げられ、

県内各市町村では積極的な行財政改革が推し進められてきました。具体的には、退職者不

補充による人員削減や、公債費負担を抑えるために建設事業などの投資的経費に向ける財

源の抑制が行われました。 

しかし、このような大きな行財政改革が行われ、一旦は改善された経常収支比率が 2011

年度以降再び上昇してきたのはなぜでしょうか。 

経常収支比率の増減に影響を与える主な要素として、歳出では人件費、公債費、扶助費、

歳入では普通交付税、地方税の 5 項目に着目し、合併以降の県内市町村の推移を下記のと

おり整理しました。 

 

 

① 2005～2010 年度の経常収支比率の下降要因 

分子 → 人件費の大幅減少・・・行財政改革による定員管理（自治体職員数の減） 

 分母 → 交付税の増加・・・・・合併特例措置（合併算定替）によるメリット 

 

② 2011～2020 年度の経常収支比率の上昇要因 

分子 → 扶助費の増加・・・・・少子高齢化対策、生活困窮対策等 

分母 → 交付税の減少・・・・・合併特例措置の段階的縮減 

 

③ 2021～2024 年度の経常収支比率の上昇要因（高止まり） 

分子 → 扶助費の負担増・・・・少子高齢化の進展により扶助費が高水準で横ばい 

     人件費の増加・・・・・歴史的な物価高騰に伴う賃上げにより、特に          

2024 年度以降の人件費が上昇 

分母 → 交付税の増加・・・・・臨時経済対策のための再算定等によるもの 

 

～経常収支比率の計算式～ 

経常経費（人件費、扶助費、公債費等）に充当する一般財源 

経常一般財源総額（地方税＋交付税等） 
×100 



＜ 分 子 ＞        

（単位：百万円） 

 

＜ 分 母 ＞         

（単位：百万円） 

 

2011 年度以降の経常収支比率の上昇は、合併特例措置の段階的縮減による交付税の減少

と少子高齢化対策等の扶助費（社会保障費）の増加が大きな要因と考えられます。少子化

対策では保育の無償化が進み、2015 年度からは幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支

援の量の拡充や質の向上を進める子ども子育て支援新制度がスタートしました。また、同

年度には、経済的に困窮する方の社会的・経済的自立を支援する生活困窮者自立支援制度

も開始され、社会保障分野において大きな制度転換の年となりました。その後も扶助費の

増加傾向は継続しており、子育て支援・生活困窮対策・高齢者支援はどの自治体にとって

も政策的・財政的に避けられない大きな課題となっています。 

2020 年度以降は、2021 年度に国の補正予算に伴う交付税の再算定による追加交付があり、

県内平均を見ても対前年比 10％程度交付税が増加し、それにより経常収支比率も前年度か

ら県内平均で 5％程度改善しました。しかし、その後は再び経常収支比率は悪化し、2024

年度には県内平均で 94.6％となっています。近年、経常収支比率が高止まりしていること

は、2021 年後半から 2022 年初頭にかけてのコロナ禍からの急速な経済活動の再開やロシア

のウクライナ侵攻、歴史的な円安等による食料品やエネルギー、各種原材料価格の高騰が

地方自治体財政にも影響を及ぼしていることが要因の一端であると考えられます。さらに、

2023 年以降国内の大企業を中心として賃上げが加速していることに伴い、2024 年度の人事

院勧告では月例給を 2.76％、賞与を 0.1 月分引き上げるという約 30 年ぶりとなる大幅なプ

ラス改定となり、人件費負担も増大しています。 

県内 

平均 

2005 

年度 
増減 

2012 

年度 
増減

2019 

年度 
増減

2021 

年度 
増減 

2024 

年度 

人件費 6,698 
 

5,794 
 

5,399
 

5,686
 

6,022 

公債費  4,058 
 

4,205 
 

3,720
 

3,658
 

3,637 

扶助費  4,287  6,564  8,206  10,262  10,282 

県内 

平均 

2005 

年度 
増減 

2012 

年度 
増減

2019 

年度 
増減

2021 

年度 
増減 

2024 

年度 

交付税 7,610 
 

8,781 7,549 8,340
 

8,487 

地方税 8,564 
 

8,832 9,243 9,145
 

9,486 



3. 財政の硬直化に対する備え 

前述のような要因により、いったん改善した経常収支比率は 2024 年度には合併時の水準

にまで戻ってしまいました。しかし、合併当時の状況と現在では、経常収支比率の数値は

似通っていてもその背景は大きく異なります。少子高齢化や歴史的な物価高、高水準の賃

上げ等は大きな時代の流れであり、これは各自治体の施策の見直しだけで経常収支比率が

簡単には改善しない可能性があることを示しています。そういった意味で現在の地方自治

体を取り巻く財政課題は複雑かつ困難であるといえる状況の中、それに対する備えとして

注目すべきは基金の保有残高であると考えます。 

 

財政調整基金残高の県内平均                   （単位：百万円） 

 

 基金の中でも比較的自由に使える財政調整基金残高の推移をみると、合併時は、県内各市

町村の経常収支比率が高いうえに基金残高も少なく、北海道夕張市が財政破綻を宣言する

という状況もあり、県内市町村の財政状況にも不安の声があがりました。その後、交付税

の合併特例措置の影響や行財政改革等の経営努力もあり、基金残高は多くの自治体で増加

しました。普通交付税の算定替えの削減が始まった 2015 年度を境に、県内市町村の基金残

高はいったん減少傾向に転じましたが、2020 年度以降は再び増加傾向にあり県内平均で合

併時の倍以上の水準を保っています。 

 特に、直近 5 年間（2020 年度～2024 年度）の経常収支比率をみたときに、県内市町村で

特に数値が低く抑えられている自治体は豊後高田市と杵築市であり、2021 年度以降は 90％

以下を保っています。その 2 自治体の 2024 年度基金残高をみると、2020 年度と比べて豊後

高田市は 1.3 倍、杵築市は 1.4 倍と増加しており、変化する社会情勢に対応できるよう着

実に基金を積み立ててきたことが分かります。 

 

4. まとめ・今後の展望 

経常収支比率の今後については、少子高齢化対策による扶助費の継続的な増加や人口減

少による税収の伸び悩みが想定され、また交付税の配分額にも大きな影響を受けるため、

基本的には引き続き高い水準で推移すると考えるべきでしょう。 

注意すべき点は、近年の経常収支比率の上昇は、人件費のみによるものではないという

ことです。自治体の財政状況の悪化は、職員人件費の抑制や合理化につながりやすいもの

ですが、合併以降の行財政改革により、どの自治体でも既に人件費は大幅に減少していま

す（2005 年度の県内平均 6,698 百万円に対し、2024 年度は 6,022 百万円となっており 10％

県内平均 2005 年度 増減 2012 年度 増減 2019 年度 増減 2024 年度 

財政調整基金 1,673 
 

3,798 3,434
 

3,536



減）。職員数の減少を目的とした新規採用者数の急激な抑制は、職員の年齢構成に偏りを

生じさせ、将来の自治体運営を困難にする恐れがあります。業務量に応じた適正な定員管

理に留意しつつ、専門職の適切な確保や採用人数の平準化を図る必要があります。また、

業務の見直しなしに合理化だけを進めることは、職員の負担増につながり行政サービスの

低下を招く恐れがあります。持続可能な行政サービスの提供及び安定的な財政運営におい

て、人件費の抑制と事業の適切な整理は不可分な要素といえます。 

また、公債費については、2018 年度以降はゆるやかな減少傾向にあります。しかし、県

内では最近終了したものや現在進行形である地方債の発行を伴う大型の建設事業（全県で

共同運用を実施している消防指令センター整備事業や大分市を中心に６市が関連する新環

境センター整備事業等）があり、今後は公債費の増加が予想されます。普通建設事業によ

って取得した公共施設の維持補修費や更新費用は、原材料費や人件費高騰の影響を受け、

大きな財政負担となっています。また、地方債の償還は将来にわたる大きな負担となり、

近年では借入金利の上昇も顕著であることから、新規発行を伴う建設事業等は十分にその

必要性や事業規模を検討しなければなりません。 

 

 経常収支比率という指標の推移を軸に、県内自治体の財政状況を概観してきました。す

べての自治体において、決して楽観できる状況ではありません。経常経費の大幅な縮減は

困難な状況ですが、今ある業務を従前のとおりに執行するのではなく、真に現在・将来の

住民にとって必要なものは何かを自治体職員ひとりひとりが意識する必要があると考えま

す。公的サービスは定量的な指標のみで効果が測れるものばかりではありませんが、実施

してきた事業の評価・検証を行い、住民への説明責任を果たすことは住民自治にとって必

須です。限りある人的資源や財源をどのような事業に振り向けるか、各自治体の創意工夫

が求められています。時代の変化に臨機応変に対応できる持続可能な財政運営のため、本

報告で取り上げた各種指標を参考にし、安易な基金の取り崩しや放漫な予算執行が行われ

ないよう注視していく必要があります。 
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